









Evaluation of pharmacy collaborating services in an outpatient clinic  































要旨  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 
緒言  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
方法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
結果  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
考察  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 
結語  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 
























においても臨床現場でニーズがあることが明らかとされた。また、医療者の  7 割から薬
剤業務に関する負担を軽減するとの評価があるとともに外来診察協働業務により外来診
察時間が、患者は  17 % 、医師は  24 % 短縮すると評価がされていたことから業務円滑
化に関する有益性についても明らかとされた。  
抗がん薬の処方鑑査について検証した  2016 年  6 月から  9 月の調査は処方鑑査を通
した介入内容を  Barnett らの分類、重要性を  Overhage らのスケールにより評価した。
その結果、介入のほとんどが薬物治療の安全性に関するものであり重要性は高かった。過
去におこなった抗がん薬調製室による介入頻度  1 % に比較して外来診察協働業務による
介入は  27.5 % と大きく上回った。処方鑑査を通した介入により致命的なものは  1.8 %を
防ぐとともに治療を改善する重要な介入を多く実施しており、治療の安全性を向上し治療
の質を向上することを明らかとした。 
抗がん薬の有害事象管理について検証した  2016 年  6 月から  8 月の調査結果では、
化学療法症例の  4 人に 1 人で医師の通常の処方に加えて薬剤師より処方提案がなされ、
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そのうち約  20 % が抗がん薬の有害事象に対する処方提案であり、半分以上の有害事象を
改善させていたことを明らかとした。 
服薬アドヒアランス管理について検証した  2016 年  6 月から  11 月の調査結果では、
服薬アドヒアランス不良を理由とした医師の介入依頼は全介入件数のうち  3 % と少なか




甲状腺癌レンバチニブ経口抗がん薬療法の  2015 年  5 月から  2017 月  3 月におけるデ
ータを対象とした。その結果、計  501 件の外来診察を通して介入した  125 件の外来診
察協働業務による介入の  9 割以上が治療方法と有害事象管理に関するものであり、外来




ョンを実施した。2016 年  6 月から  11 月の介入を評価した調査結果では、薬剤費削減
に関わる提案が  90 % 以上採用され、約  700 万円の薬剤費削減が認められた。薬剤費削
減に関わる介入の理由の  4 割が治療や副作用に対する提案であったことから、評価を含
めない単純な残薬調整だけでは実施できないような薬剤師の職能をいかした介入内容で
あった。同期間中における薬剤師による提案で増加した薬剤費は約  300 万であったもの
の、医師が処方した後の薬剤師による薬剤追加の提案の理由はいずれも治療継続もしくは
抗がん薬による副作用管理に欠かせないものであった。医療経済効果をシミュレーション


























1) 患者に対する意識調査  
2) 医師、看護師に対する意識調査 
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